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鐡
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萬
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萬
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近
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績
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近
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西
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西
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篇
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燐
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西
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萬
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狀
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よ
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す
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施
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營
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萬
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又
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鐡
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鐡
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又
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；
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；
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鐵
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萬
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築
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萬
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萬
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萬
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萬
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激
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潘
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萬
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圆
に
比
す
れ
ば
非
常
な
る
發
逄
本
云
は
ざ
る 

可
か
ら
ず
、次
ぎ
に
燠
太
利
、匈
牙
利
に
就
き
て
は
此
國
の
鐵
遨
國
有
は
國
債
額
を
增
如
し
、又
れ 

P
、

ス
.一一ァJ、『
へ火ッ工ゴグナ

」

併合

.及
*

近
の

^

y
力
ン
ー
動
飢
の
影

.響
は
著
し
く
、單
に
經
济 

生
活
上
に
於
け
る

I

響
が
國
家
の
收
人
を
減
少
せ
し
め
し
の

H

併
せ
て
同
半
島
に 

於
け
る

S

の
す
て
要
し
？

も

の

S

ニ
千
碧
萬
圆
に
達 

せ

う

、殊

に

此

國

の

陸

軍

薇

は

千

九

西

，六

年

よ

}

千

九

？

三

年

の

間

に

於

て

ニ

億

二

沿

莴

P

 

よ

う
ニ
億

五

千

八

可

五

十

萬

-
圆

€

な

圪

同

じ

く

海

軍

費

は

ニ

千

四

百

五

十

莴

_

よ

う

四

千

八
 

^
五

i

圆

ビ

な

う
、
®

：ち

陸

海

i

合

せ

て

ニ
億

二

千

六

百

五

十

莴

圓

よ

う

S

七

頁

圓

 

こ

上

と

差

引

八

千

.五

十

萬

圓

の

增

加

ど

な

れ

う

、尙

ほ

國

徵

费

殊

に

、國

防

を

自

的

す

る

公

債

の
 

刺

子

仕

*

及

偾

還

額

(「

ボ
メ
ー
ー
 

ァ」

、「

へ
グ
ッ

X
ゴ

グ

ナ」

併

合

に

向

け

ら

れ

し

•も

の

の

み

に

て

も
 

1

億

九

-0
萬

圆

に

達

す

)

の

み

に

て

も

其

額

は

著

し

く

、興

他

行

政

翁

の

增

加

(

千

九

百

六

年

來

、少 

く

ビ

も

1

億

圆

の

增

加

、而

し

て

其

.三

分

の

1

ば

敎

育

營

又

れ

官

斑

增

俸

の

如

き

一
部
分
は
實 

〒

せ
ら
る
、

S

れ

&
、以
上
の

I

は

勢

ひ

澳

太

利
、匈
牙

利
政

府

を

し

て

、获

に

說

制

改

革

を

な
す
の
急
務
を
感
せ
し
む
る
に
至
れ

ぅ

©

、
牙̂
利
に
わ
り
て
普

©
西
及
.塊
太
利
法
に
ょ
る「

クK 

ク
ラ

J
の
直
稅
改
傘
案
は
內
政
上
の

' 理
由
ょ

6
し
て
無
‘期
限
に
延
期
せ
ら
る
る
.に
至
れ

り

、又 

燠
國
に
わ

り

て
も
數
年
來
稅
制
整
理
の
聲
を
聞
く

‘
•も、實
行
の
緖
に
就
か

ず
ギ
や
國
廣
に
次
ぐ 

に
國
債
を
以
て
す
る
の
狀
態
'に

?>
i
、即

ち

千
九

15
十
ニ
年
の
春
、塊
國
は
內
國
公
僙
約

1
億
圆 

を
募
る
ど
共
に
、同
年
の
冬

R
は
M

k
約
六
千
 

一

Y

百
萬
圆
餘
を
紐
育
に
て
慕
集
す
る

R
至
れ
り
、
 

其
他
、匈
牙
利
に
て
も
前
後

〗

億
三
千
七
百
萬
圆
を
外
國
市
場
殊
に
獨
逸
に
於
て
募
集
す
る
に 

栗
れ
り

'斯
く

の
如

&
狀
態
は
塊
太
利

^

牙
刺
の

®
政
狀
飽
か
著
し
く
.不
健
全
の
狀
態
に
存
す 

る
を
示
す

ビ

典
に
、早
晚
、財
政
上
に
於
け
る
大
遯
理
の
必
要
を
呼
起
す
も
の
な

6

ご
す
。

之
れ
を
要
す
る
に
、以
上
、五
個
の
交
戰
國
を
通
じ
て
、其
國
费
は
著
し
ぐ

#
加
せ
り
、而
し
て
之 

れ
が
主
要
な
る
原
因
は
何
れ
の
國
に
わ
ぅ
て
も
陸
海

®
養
の

if
加
を
第
一
ど
し
、其
他
は
敎
育 

费
又
た
特
殊
的
方
面
ビ
し
て

«
社
會
的
方
面

R
關
す
る
經
费

(

英
及
鲣
殖
芘
地
方
而
の
經
費
佛 

及
獨)

國
债
農
露
、澳
匈
、獨)

等
な
り
ど
す
、而
し
て
以
上
、國
費
を
填
補
す
る
爲
め
に
は
何
れ
の
國
家 

R
わ
ぅ
て
も
大
小
の
度
合

こ

を
あ
れ
、必
ず
や
稅
制
改
革
の
方
法
に
出
で
ざ
る
可
か
ら
ず
、而
し 

て
M

に
經
濟
上
の
：好
況
ど
豐
年
ビ
の
其
財
政
を
援
助
す
る
こ

VJ.

な
く
ん
ば
、以
上
、列
强
の
中
に

笫
八
卷

(

九ニ三

)

諭

說

歐

洲

0 .
大戰役と列强の財カ

 

.锻八號
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笫
八4

一
 
咚
 

は
必
す
ゃ
公
債
又
相
ぼ
萁
姻
の

.手
段
に
_
ふ
る
の
止
む
を
得
ざ
る
速
命
を
有
す
る
も
の
な

ye
し

す
。

=1 

.

交
-戰
の
谫
合

.に
於
て
有
利

.の
地
位
を
占
む
る
爲
め

a

は
、出
來
る
丈
け
皁
く
敵
他
纪
俊
入
す 

る
：こ
ど
は
、現
時
へ
に
於
’て
戰
術
學
，の
第.

1

の
要
件

S
ず
る
處
な
ぅ
、而
し
て
此
目
的
を
迅
速
に
達 

せ
し
む
る
爲

’め
に
ば
卒
常

^
於
て
出
帥
準
備
金
を
必
要

i

f
、今
、此
見
地
に
立
ち
て
以
上
五
個 

一
の
交
戰

.國
を

.

.見
る

.

.に、露

.國V」
獨
逸
ビ
は
稍
々

.其
資
格
を
有
す
る

.も
の
に
し
て
，即
ち
前
潘
に
は 

ー
戰
時
準

#
.金

せ

し

：
て
，，正

金

鮮

五

{1
.圆
、國

’庫
に
貯
藏
す
ら
れ
、又
た
獨
逸
に
て
は
普
怫
戰
爭
の
結 

®
獲
得
せ
し
償
金
の

1

部
約
六
千
寓

‘圆(
一
億
ニ
千
溝
麻

)

を
十
麻
及
ニ
十
麻
.の
金
货
に
歡
造
し 

て
、之
れ
を
伯
林
の
近
郊

「

、ス
パ
シ
グ
ゥ

」

の「
ユ
リ
ク
ス

」

塔
下
に
藏
し
，最
近
.之
れ
を
ニ
倍
し
觅
に
三 

倍
：に
達
す
.な
迄
漸
次
銀

.貨
を
貯
藏
す
る
に
務
め
れ

5
、而
し
て
，以
上
，は
帝
.國
財
政
に
就
き
て
な 

る
が
各

.
®
.邦
R
ぁ
5
\て
.も(

普
魯
西
其

#

1

ニ
の
聯
邦
に
見
る
が
如
く

)

鐵
道
基
金
な
る
名
稱
の 

下
に
各

-次
..約一

1

.

.億

五

千

.萬

圆

內

外
0'
準
.備
金
を
有
せ
ぅ
、其

#
，燠
太
利
、匈
.牙
利
に
て
は
平
時
斯 

く
の
如
き
目
的
：に
向
て
供
せ
ら
れ
し
も

®'
は
先
年

>
,

.カ
ジ
猶
机
の
爲
め
大
部
分

.消

耗

，せ

ら

%

I
I

れ
英
國
マ

」

佛
國
ど
は
共

u

斯くの如き制度を欠け々
、第ニ
に
準
備
甚
金
し
て
賞
還
基
金 

も亦た或場合には此用途に供せ

&
れ
得
可
き
資
格
を
有
す
、例
者
.千
八
百
九
十
九
年
に
於 

け
る
英
國
の
舊
減
債
甚
金
の
如
し
、而
し
て
斯
く
の
如
き

®
質
を
有
す
る

'基
金
は
英
國
以
外

R 

は
獅
逸
帝
國
及
普

#
.西
ぁ
：々

、若
、夫
れ
佛
、露
、塊
匈
の
：三
交
戰
國
に
，於
け
る
減
債
基
金
に
至
り
て 

は
契
約
的
償
還
な
る

.を
以
て
戰

.，時
準
備
金
.
eし
.て
適
用
す
る
を
得
中
、以
上
ど
同

〗

の
1
由
に
ょ 

^

•!
:
自
治
體
に
於
け
る
償

.S
基
金

Q

多
く
も
亦
れ
戰
時
準
備
金
た
る
の
資
格
な
し
。ロ〈

.だ
^

,£
、
 

#

©
西
政
府
が
强
迫
的
に
施
行
せ
し
市
有
經
營
事
業
に
關
す
る
改

.輯
鑛
張
®
金
の
如
き
は
戦 

，時
に
於
て
重
要
な
；る
意

_
を
有
す
る
も
の
な
々

y
j

す、第三
の
手
段
し
て
は
政
府
の
支
出
額 

に
逾
度
の

fl
限
を
加

.
へ
て
之
れ
を
戰

®

R
繰
込
む
こ

e
な
‘ 

6 

S
す
、而
し
て
現
時
の
交
戰
國

 ̂

於
て
其

1
文
出

^

の

1
万
至

.
}

」
「：

ハ
I

卞

ン

上

を

戰

费

：に

差
.向
く

る
rJ 

€
は

必

ず

し

も

不

可.®
0
- 

こ
^
k
わ
&
ざ
.る
，
可

し

、
現>

露
國
政
府
は
今
囘
©
戰
役
に
於
て
本
年
度
豫
箅
新
事
業
费
は
ニ 

億
五

千
萬
留
を
節
約
し

.て
®
费
向
く
る
こ
ど
を
發
表
せ

i
、第
四
の

.手
段

^
し
て
は
'寄
附
行 

篇

R

S
つ
く
軍
資
金

^
し
て
例

.者
今
同
の
戰
役
に

6

}
て
は
、最

‘近(

九
角
十
日

.タ
ィ
ム
ヌ
社
發
電

) 

印
度
總
督
ょ

ゥ

英
國
臊
府
玫
打
電

.せ
ら
れ
し
も
の
に
し
て
同
國
；

T
院
.■に
.て「

發
表
せ
ら
れ
し

P

第
八
怨

(

九ニ：五)
g

W

欧
洲
の
森
役
と
列
强
の
努
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0
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論
' 

’m
:
.
欧
朔
の
大
戦
^
と
9
限
■の
■財
力 

-パ

A

八̂

.

:-
ノ

cf
J

て
し
て
も
爾
ほ
內
外
債
の
募
集
を
な
す
に
あ
ら
す
ん
ば
到
底
戰
爭
實
行
の
不
可
能
な

る 

も
の
わ
る
こ
ビ
は
誰
人
も
疑
は
ざ
石
處
に
し
て
、旣
に
吾
人
が
今
日
海

®'
手
せ

.る
電
報
に
よ
.れ 

ば
露
國
議
會
は

' 戰
時
中
必
要
な
る
短
期
公
債
を
帝
國
銀
：行
に
て

s

<

る
こ
ビ
を
決
、議
し
涵 

逸
議
會
も
亦
た
ニ
十
五
億
圆
の
公
偾
募
集
に
協
賛
を
與
へ
た
る
が
如
き
な
う
、而
し
て
此
方

® 

に
於
て
最
も
有
僅
な
る
は
英
、怫
の
兩
國
に
し
て
、此
兩
國
は
年
々
十
億
、十
五
信
時

W

し
て
は
一
一 

ト
寬
圆
以
上
を
外
國
に
放
下
せ
る
を
以
て
必
要
な
る
場
合
に
.は
其
幾
部
分
を
內
國
に
廻
收
す 

る
を
得
可
く

'加
ふ
る
に
英
國
の
國
債
額
は
約
七
十
五

®

圆

、
に

し

：
て

3|
:
:富
カ
に
比
例
し
て
#
免 

に
少
く

(

今
よ
う

1S
年
前
に
あ

P

て
は
同
國
の
國
债
は
今
日
よ
ム
大
な

A
き)

佛
國
の
如
き
は

11 

雜
有
名
の
國
偾
國
な
る
も
尙
ほ
十
億
圆
位
は
增
加
す
る
を
得

.可
し
次
ぎ
：に
獨
逸
の
國
債
額
は 

0

去
コ
一
十
年
來
著
し
く
«r
加
せ
る

A
千
八
百
八
十
一
年

1:
う
昨
年

^
至
る
迄
ニ
十
七
«
_
餘 

よ
う
百
，儷
圆
以
上
チ
な
れ
1
荔
大
部
分
は
生
產
的
目
的
に
放
下
せ
ら
れ
し
も
の
に
し
て
、何
ほ 

多
少
の
餘
裕
わ
る
可
し
，只
だ
以
上
三
國
に

ビ

h

て
之
れ
が
政
策
上
の
弱
點
は

.露

.西
頭
、或
は
塊 

太
利
、匈
牙
利
に
向
て
財
政
上
の
助
力
を
與
へ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
の
點
に
あ

P

例
潜
、極
東
に
於 

て
發
生
せ
し

H
露
.戰
淨
の
場
合
に
於
て
、露
國
が
千
九
百
五
年
迄
：募
集
せ
し
公
偾
總
辕
十
ニ
億

S
I

1
I

I

I

I
1I

1

八
千

|

百
莴
留
の
中
、露
國
內
に
て
慕
集
せ

&
れ
し
：は
僅
が
に
六
'億
留
に
過

.き
f
、其
以
後
の
慕

. 

僙
も

1

部
は
外
國

R
於
て
な
さ
れ
し
も
の
な
す
、又
た
近
時
、塊
太
利
匈
牙
利

0
國
债
が
外 

國
殊
に
獨
逸
に
て
募
燊
せ

&■
•
る

>'
こ
ど
は
吾
人

.が
旣

R
前
に

*

ベ
た
な
が
如
し
^
ほ
最
嗲
に 

戰
時
に
於
け
る
公
債
政
策
ど
し
て
吾
人
の
殊
に
注
意
す
可
き
重
耍
な
る
事
項
は
交
戰
國
が
關 

戰
初
期
に
於
け
る
短
期
公
債
を
慕
集
す
る

'件
な

P

ず

」

す
'旣
に
露
國
政

.府
の
如
き
必
悪
に
ょ

i 

帝
國
鈒
行
を
し
て
此
種
の
公
僙
を
發
行
せ
し
む
る
こ
ビ
を 

て
論
せ
ら
る
可
き
も
の
に
あ

&
ず
、是
等
の
點 

日
脫
稿

)

論 經  

せ 濟

ん を  

ミ 離  

欲 れ

に: 宣 

就 言  
き せ  

て う  
は m  

M ほ 

に 戰  
他 時  

日 財  
を 政  

俟 は  

ち 戰  
て 時

す。

月

丁
W. ■■ ▲

焚

怨

(

九11

丸)
f

醜 

'欧
洲
の
大
戰
役
と
列
强
の
財
力



.第
八
锻(

九
ニ
六

)

偷

m

歐
洲
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財
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第
<
號

一

六

，
に
、七
V
Hに
近
き
印
度
藩
屬
諸
州
の
王
侯
中

「

マ
ィ
.ソ
ー
ご
の
國
玉
は
三
十
莴
#
の
黃
金
を
献
じ 

，其
他
の
王
侯
に
し
て
旦
額
の

®
資
金
を
呈
せ
し
も
の
あ
り
、而
し
て
斯
く
の
如
き
行
爲
は
廣
大 

C
.
.
る

-w
民
地
を
有
す
る
英

'國
に
ビ
ぅ
て
は
又
た
多
少
の
財

’源
た
る
可
し
第
五
の
弓

&

ミ
し

< 

i

時
敗
政

上
、最
も
重
要
な
る

意
.：義
を
有
す
る
は
戰
時
稅
の
問
題
な
る
が
、此
點

k

於
て
最
も
能 

を
わ
り
最
も
彈
力

f
f
iに
富

U
は
英
國
の
財
政

^
し
て
、同
國
に
て
は
南

•I
®
戰
爭
の
際
、一
一
一
年
間
に 

:句
>
u億
五
千
萬

11
を
戰
時
稅
に
ょ

P

て
獲
得
せ

6
、但
、本
際
猶
率
せ
ら
れ
し
關
稅
及
間
接
稅

(

穀 

‘物
、ぶ
酒
、火
酒
、茶
、砂
糖)

の
中
に
は
戰
後
忙
於
て
掀
廢
せ
ら
れ
し
も
の
わ

6
、加
ふ
る
に
所
得
稅
の 

如
き
も
中
流
及
下
級
の
勸
勞
所
得
に
對
し
て
は
之
れ
が
低
減
を
見
る
に
至
れ
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、
故

^

间

國

は
 

，今
囘
：の
如
き
大
戰
役
に
際
し
て
は
關
税
及
消
費
溉
の
方
面
に
於
て
豐
富
な
る
財
源
を
要
す
、之 

れ
を
要
す
る
に
同
國
は
今
囘
の
大
戰
役
に
於
て
國
民
を
著
し
く
滕
追
す
る
こ
$
な
く
し
て
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，年
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至
ニ
年
間
に
五
億
乃
至
十
億
圆
の
戰
時
稅
を
徼
發
す
る
を
得
可
し
、次
ぎ
に
怫
國
の
消
喪 

,稅
及
交
通
稅
は
他
に
比
し
て
著
し
く
高
率
な

る
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に
、直
稅
の
如
き
も
彈
カ
性
を
欠
き
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に
所
得
稅
問
題
解
決
せ
ら
る
ど
す
る
も
，英
，獨
兩
國
に
於
け
る
收
入
を
得
る
こ
ど
は
殆
ん
ど
不 

可
能
な
る
可
し
、何
ん
ミ
な
れ
ば
佛
國
民
の
財
產
の
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部
分
は
地
面
又
れ
は
出
資
金
な
る
を
以
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英
獅
の
商
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國
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額
の
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收
入
を
有
す
る
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る
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し
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:國
の
戰
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に
於
け
る
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税
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圆
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上
に
達
す
る
こ

ぶ
レ
は
先
づ
以
て
不
可
能
の
こ
ど
な
る
可
し
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論 
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額
が
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國
及
澳
甸
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ぁ
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ど
は
明
か
な
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す
、次
ぎ

.に
露
國
は
尙

i
^
费
说
の 

.方
面

(

食
鹽
、麵

_
、肉
.類)

に
於
て
戰
時
の
財
源
を
有
す
、

®
し
て
同

®
が
戰

0

桃
ビ
し
て
徵
錕
し
得 

.る

额
は
ニ
億
五
千
莴
圆
、非

.常
：メ

多 

< を
見
續

々

て
も

31
億
圆
を
出

.で
ぶ
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國
財
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通
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ょ
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ょ
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む
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到
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戰
爭
實
行
の
不
可
能
な
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も
の
わ
る
こ
ビ
は
誰
人

.も
疑
，は
ざ
ゐ
處
に
し
で
、旣
に
吾
人
が
今

'日
恣
接
，手
せ
る
«
報
杧
よ
れ 

ば
露
國
議
會
は
戰
時
中
必
要
な
る
短
期
公
債
を
帝
國
銀

-行
に
て
引
受
く
る
こ

^
を
決
議
し
、獨 

逸
議
會
も
亦
た
ニ
十

.五
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の
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募
集
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協
賛
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與
へ
れ

る

が
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な
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も
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な
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國
に
し
て
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國
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十
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時
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し
て
は
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十
億
圆
以
上
を
.外
國
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せ
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な
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內
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西
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潜
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總
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國
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、又
た
近
時
、澳
太
利
匈
牙
利
の
國
债
が
外 

國
殊
に
獨
逸
に
て
募
橥
ぜ

£>
'
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述
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澍
湖
に
於
け
る
短
期
公
債
を

*
集
す
る

#
な
う

$
す
、
®

に
露
國
政

，

府
の
如
き
必
®
に
ょ
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